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北関東中南部畑地帯（2毛作限界地帯）における

飼料作物の生態的並びに栽培的特性について

赤羽勝・川俣稔

　　1　緒　　　　言
　北関東の近年に於ける飼料作物の作付面積の増加は

著しいものがあり，1960年の農業センサスによると，

その作付面積は9，200haで，1950年に対し1，535％，55年

に対し523％の伸長率がみられ，主に乳用牛飼養農

家数およびその飼養頭数の増加によるものである。こ

れは畑作酩農経営が他の経営型態より，安定性また成

長性においてもはるかにすぐれていることを示してい

る15。しかし，飼料生産の立場からは，その栽培技術

には解決さるぺき幾多の研究課題が存在する。

　北関東中南部畑地帯は1年2作の土地利用が可能な

北限に位置し，作目構成上における自然的条件の規制

がきびしく，作季決定上かなり複雑な問題を包含して

いる。飼料作物の作付においても同様である．

　筆者らは，当畑地帯における作付改善に関する研究

をすすめつつあるが，その一環として，飼料作物の導

入を前提とする個別技術の確立を日的に，これらの基

礎的研究をつつけている。

　本報では飼料作物を夏播によって生態的特性につい

て分類を行い，草種別の季節型を明らかに把握し，こ

の中から有望草種を摘出して生態的特性に応じた播種

期の限界性を験知し，さらに施肥深度に対する適応性

について験知した結果について報告する。

　なお，施肥深度に対する飼料作物の適応性試験の開

始にあたり，農林水産技術会議事務局杉頴夫総括研究

調整官より多大の助言を賜わった。ここに厚く感謝の

意を表する。

　　Ⅱ　供試材料および試験方法

1　春，夏播からみた飼料作物の季節型に関する試験

　供試草種は45種71品種（禾本科20種30品種，荳科

20種33品種，その他5種8品種）で，種子は農業技術

研究所畜産化学部，関東東山農業試験場草地部からの

分譲および雪印種苗株式会社から購入したものを用い

た。播種は4月8日から7月7日まで約1ケ月間隔で

4回行ったが，種子量が不足したものは2～3回播の

み行った。畦巾は60cm，株間はスーダングラス，ソ

ルゴー，パールミレツト，テオシント，ヒマワリ・ケ

ール，カブ，ビートは30cm，その他は15cmとし，出

芽後問引して一本立にした。試験区は1区2～4㎡，

1区制，施肥はa当り全草種ともP205：0．5kg，（過石K2

O：0，5kg（塩加）で施用，石灰7．5kg，禾本科堆肥11

3kg，N：0．5κg（硫安），董科堆肥75kg，N：0．1kg

（同前），カブ，家畜ニンジンは堆肥75kg，N：0．3

kg（同前），その他堆i肥150kg，N：0．6kg（同前）で

行った。調査は観察と，出穂開花時の生草量を刈取り

後調査した。また，10月30日までに出穂開花しない草

種は，10月30日～11月5日に刈取り調査した。

Ⅱ　播種期および収穫期からみた飼料作物の生態的特

　性に関する試験（1958）

　供試草種は北関東地方で重要度A～Bクラスのもの

22〕および（1）試験の結果から有望と思われるものを

用いた，

　設定した試験区はつぎのとおりである。

秋　　播（9月11日～10月20日4回播）

　不本科・冬型：Oat（エンバク），（イタリアン

　　　　　　　ライグラス）IRG
　　　　周年型：0．G．（オーチヤードグラス）

　　　　　　　P．R．G．（ペレニアルライグラス）

　荳科・冬型・C．C．（クリムソンクロバー）

　　　　　　　C．V．（コモンペッチ）H，V（ヘ

　　　　　　　アリーベツチ）

　　　　周年型：L．C．（ラジノクロバー），R。C．

　　　　　　　（アカクロバー）Ｉｕ（ルーサン）

　十字科・秋，冬型：下総カブ，紫カブ，C　O

春・夏播（4月15日～7月1日15日おき6回播）

　禾本科・夏型：CO羊N（青刈トウモロコシ交1

　　　　　　　号）．P．M．（パールミツト），S

　　　　　　　Ｏｒ・（ソルゴ－）・ヒエ・

　荳　科・夏型：S．B．（青、刈ダイヅ・黒田6尺）

　　　　　　　G．U．（ツルマメ・那系5号），．C

　　　　　　　P．（カウピー）L．ｓ。（マルバヤハ
　　　　　　　　　　　　　　　δ　　　　　　　ズソウ・那系3号）

　秋播区は畦巾60cm（冬型），450cm（周年型）条播，

カブ，60×250cmC　O：60x　9cm，夏播区は畦巾45cm条

播とした。試験区は1区12㎡，1区制，播種量は草種

別の適量，施肥量はa当り堆肥150kg，N1．0kg（董科

は0．4kg），P2051．0kg　K200．8切。秋収量調査は，

播区では年内，早春，出穂または開花期別，春夏播区

では出穂または開花期のみに刈取って行った。

Ⅲ　施深肥度に対する冬作飼料作物の生育反応に関す
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　る試験（1960）

イ共試草種は当地帯での有望草種であり，かつ草型を

異にするものを選んだ。

　1．R．（キ大麦C．C，C　O・一L。C・＋
0．G　（混壬番）

第1表

　試験区は1区5．4〆，施肥条件（標肥，多肥）maill

Plot，施肥深度をsul）plot，3反覆の分割区分法にした

浅層施肥区：地表下60那に条施する慣行法。

深層施肥区：地表下1女寵に条施。

　混層施肥区・・15C班間の土壌と混合条施。

作物　名

R
L
C
C
混
大
あ

G
C
O
播
麦
わ

播種期

9月24日

9．24
10．11

9．24
1豊．　5

6．15

　播　種　量
　　　　．‘媛）

　　0．25勾

　　o・25砂

22．2株1z〆1本立
L
・

C
・
騨

糎

102．5株／㎡1本立

　　0．1旬

畦巾

456仰

〃

ノ
ノ
久
ノ
【
ソ

ノ
！
6
4

1欄

一『o班

10

播　種　法

条

直

条

〃

播

果
田
番

条閲9c麗条千鳥播・

条

　　　第1図供試条件の施肥法

　　　　　　　　　（畦方向に直角び）断面図）

　ヲ菊ヲ施肥　　課刃施肥　混夙施肥

　　（工）　　　（∬）　　　（皿）

冒巫口1覆脚
　耕種法，施肥量，施肥法は第1表第1図のとおりで

ある。供、試圃場は黒色火山灰質業共積壌土でP205欠乏

土壌であり，作土層は130η内外てある。また，ノ耀年型

の牧草類を除く全草種のあと作にアワを栽培し，前作

の影響をしらぺた。調査は生育，生草，風乾物，乾物

重などにOいて行ったほか，1．R．Gおよび大友区の

跡地土壌を分析調査した。

　　皿　試験結果
1　春，夏播からみた飼料作物の季節型について

供試草種の出芽，出穂，開花，草丈，生草重および

病害虫被害程度などから，生育型はつぎのとおり分類

することができる。

A　型：出芽，生育に高温を要し，各播種期を通じて

　　草丈もほぼ順調に伸長し，出穂開花が正常とみ

　　なされるもの。この型は播種期を基準にしてつ

　　ぎの3型に分けられる。

　A－1型　4月播（平均気温10。C）が生育良好な

　　　　もの：ダイヅ，ツルマメ

　A－2型　5月播（同費15QC）が最も生育良好なも

　　　　の：ヒマワリ・カワラケツメイ，ヤハズソウ

　　　　マルバヤハズソウ，ヒヱ，キビ，ソルゴー

　A－3型　6月播（同20。C）が出芽，生育ともに

　　　　良好なもの：テオシント，スーダングラス

　　　　パールミレツト，カウピー

翻

、．杢　、＿．」翫

NP罐bl石灰脚回
1．6　1．3　1．6　8．0　　　 0．2

1．2　1．3　1．6　8．0　　　 0．2

1．2　1．3　1．6　8．0　　　 0。2

1．2　1．3　1．6　8．0　　　 0．2

0．8　1．3　1．6　8．0　　　 0．2

1．21．31．6　　50、

追　　肥
　（Nのみ）（α当）

矧

0．2

0．2

0．2

3回

03

0．2

B　型16月中旬～7月上旬に生蟹まほとんど停
　　　止し，出穂開花しないかまだ’出穂開花が極

　　　めて少数個体であるもの。この型は各播種

　　　期を通じて病害で枯死する株が多く，その

　　　被害程度により次のように分けられる。

B 1　型各播種期を通じほとんど越夏できないも
　　　の（80％以上枯死）：サブタレニアンクロ

　　　バー，クリムソンクロバー，ヘアリーベツ

　　　チ・レンゲ・ノレ回ピン・カブ鋼・

　　　られるも0）。　（7月播では越1夏できないも

　　　0）もある）：コンモンライ（HIライ）ペ

　　　レニアルライ，オーチャード，ケンタツキ

　　　ーブルユー，
　　　　　　＿　　メドク死イッ　卯，
　　　ブロムグフス，トールフェスク，スィート

　　　クロバー，ケール，家畜ニンジン

C　　型：7月 L句～下句に生長を停止するが，5

　　　月また1，‡6月播まで出穂開花がみられるも

　　　の。この型も6～8月に病害の発生が多

　　　い．越夏の可否とその後の生長を基準にし

　　　てつぎのとおり分類できる。

C一・1型　ほとんど越夏できないもの（80％以上枯

　　　死）：セラデラ，コンモンベッチ，ヱンド

　　　ウ，バークロバ・一

　　　エンバク

　　　アンライ2コンモンライ，チモシー，オー

　　　トグラス，スィートバーナル，アカクロ

　　　バ，ラジノクロバー，アルサイククロバー

　　　ルーサン，バーズフットトレフォイル，家畜

　　　ビート

B 2塑里　50％以」二走塵夏し，10月以1降尉訂で生長力｛み

C－2型　越夏してもその後0）生育が不良なもの：

C－3型越夏後再び生長かみられるもの：イタリ

σ

o

ツ

q
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　以上の結果は，各草種の気候に対する特性反応，す

なわち，適応性を示し，季節型として表現される。

　これらの結果を仁木氏ら8●9）および関塚氏ら10）によ

る分類基準を考慮して季節型を設定すると第2表のと

おりになる。

2盾種期およひ収穫期からみた飼料作物の生態的特性

　について

　（1）秋　　播　　区

　1）　耐寒性性並びに生育障害

　　寒害抵抗性はC　Oが最強で，禾本科のものはや

　　や強であったが，カブ類は最も弱かった。また

　　エンバクの9月11口播区は年内刈りを行った

　　が，再生は越冬中に枯死した。L，C，R．C．の

　　　第3表

　　　　　　

　
科
　
本
系
禿

O．　G．

P
． R．G．

lLR・G・

Pat

O
G
　
C
紘
紘
一
α
カ
カ

　
　
　
　
　
　

　
　
氏
　
　
　
　

R
L
し
q
q
旦
皿
q
下
紫

　
－
科
l

l

一
科

　
　
　
　
　
　

字

　
　
董
　
　
　
一
　
十

播種期と出穂・開花期及び草丈との関係

　　出穂または開花

9肺・刀齢、9月 i
1旧27日1・日2・日i差　27日

段
n
査
＊
壕
解
2
8
2
8
4
29
1
6
鎗

月
到
髭
5
。
5
。

到
到
6
。
4
．
到
5
。

昧
1
1
不
2
漁
1
8
死
2
7
2
6
4
2
8
1
6
鋤

月
到
到
到
枯
㎜
到
到
色
生
到
覧
4．914．12

　9丹11日播区は出芽直後から生育が不良で，根

　の鵜変するものがみられ，越冬中部分的に枯死

　株を生じた。C．C．は菌核病抵抗性が弱く，4

　月止旬からの発病によって欠株が生じた。炭疽

　病はC．V．H．V．に5月中旬から発病し，下葉

　が枯死した。なお，この被害は早播区ほど大き

　かった。ルーサンは4月以後生育が不良にな

　り，6月中旬に落葉するものがみられた。その

　原因は不明である。

2）　出穂，開花期および草丈

釜鵡撫魏舷、葱冨毒雑矢嬰

　く，禾本科は小さかった。

　　　　3）収　　　　量

　　　　　（i）年内収穫：第4表のごとく，
鼻※

収穫時草丈（％）

10 月

1・日1

月日月日　　日
5．125．13　　2　99
　　　　　　　　　　キ
5．45，5　　3　108
5，　18　5．　18　　　　0　　111

5．　16　5．　16　　　 11　　　100

◎1△ll

l：1111：1／　1111

　　 　　　　　　　　　　1

4．144。17 8

20日

94

110

125
1001
　1

89

97

99』

110

108

87

91

105

123

113

1021

581

611

　1

1
1
0
【
ソ
4
つ
2

K
U
8
9
9
∩
y
8

97－　90

34、　20

28　　19

備考：＊年内刈を行った区

　　＊優初回播（Oatは9月27日播）を100とした指数

草種別にみると，1．R．Gはほとんど遅延しな

いが0．（｝，P．R．（｝，R．C，C．C，C．V，

H．Vは1～2日，Oat，L．C，COなどは3
～17日もの遅れを生じた。

播種期と草丈の変動をみると，9月27日播で著

しく草丈が低下するものは秋型のカブ類，10月

10日播で低下が著しいものはR．C，L．Cなど

の董科に属するものが多く，これに反して，10

旦10日碑丈が高いものは桀韓1嘱するもの

kあった。

これらの関係はそれぞれの草種の播種適期を指

向するものといえよう。

早播（9月11日）ほど生育が良好で

かつ，収量も高い傾向が認められ
た。

地上部生草重ではC　Oがα当り478櫓

で最大値を示し，下総カブ3得匂，

Oat20％g，紫カブ180匂，1．R．G

147匂がつづき，P．R．（｝は60旬で

最低収量であった。

なお，Oatの，　9月11日播区は春の

再生がみられなかったが，これは刈

取の高さの影響によるもので，刈取

時期の主程の生長点が約8～150π程

度に及んでいたためである。

（ii）早春収穫＝第5表のとおり，各

播種期を通じC　Oが最多収，禿本科

がこれにつぎ，董科とくに周年型に

属する草種は低収であった。播種期

別では一般に早播区ほど高い傾向が

みられた。草種別の生草収量は，禿

本科では1．R．G．が最高で，P．R．G．が

これにつぎ，萱科ではC．C。の9月27日播区が

1．R．G．と同等にすぐれた。C．C．9月11日播区が

劣ったのは，菌核病による欠株と枯死が原因し
　　　　　5ている。　（第4表参照）

（iii）出穂・開花期収穫：第5表のように，全般

的傾向は早春収穫と同様で，各播種期を通じて

coが最もすぐれ・磐科の冬型環がこれに

つぎ，さらにベッチ，C．C．など萱科の冬型草種

も多収であったが，周年型の牧草類は低収であ

った。草種別，播種期別の収量性をみると，C

Oでは9月播区は開花期後に相当したため落葉

が多く，生草収量も低くかったが10月10日播区

辱

D

纂

σ

q
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第4表　　年内及び冬期収穫調査成績

5

＼＝項’［目　　　　－
　　　　一＿　　 生草
　　　　播種＿　　　　　　 9月、11日早　種
1）．　R．　　G

I．　　R．　　G

Oat

CO

品　　種　　名

下　総　カ　ブ

紫　　カ　　ブ

60．8

147．1

209．7

478．7

播種期
月日
9．11
9．　11

9．27
10．　10

10．20

9．　11

9．11
9．27
10．　10

10．20

重左9／a

　9月27日

20．8

68．4

109。4

収穫期
月日
12．21

1．29
1．29
3．　2

3．　2

12．21

1．29
1．29
3．　2

3．　2

早

9月11日

丈　　o加

　9月27日

25．0

52．5

96．7

53．2

全重κ9／a

695

516

266

132

27

577

443

229

58

11

19．7

33．5

70．3

根重吻／a

321

336

159

51

8
397

380

175

38

6

刈　取　月　日

11．28
〃

〃

12．21

根／全％

K
U
【
フ
0
8
0

4
∠
U
∠
U
つ
？
つ
2

ヘ
ン
∠
U
∠
U
∠
U
政
ノ

6
8
ウ
f
∠
U
【
ソ

第5表　　早春刈取及び出穂・開花期刈取の盤草収量（κ91a）

刈取名
　　　『＼
　　　播種期
草種
禾

本

科

董

科

G
G
q

　
R
R

　
　
　
証

α
E
L
O

R．　　C．

L。　　C．
1、u．

C．　　C．

C．　　V．

H．　　V．

＋字科匡　・

早春刈取（4月6日）

9月11日

49

167＊

249幸

95

31

52

119

794

9月27日11・月1・日 1・肋日

47　　35
12併　 126

217＊1238
141＊1　　　167
　1

86

49

59

246

45

15

38

166

7郵 618

23

72

223

206

63

402

出穂・開花期刈取
9朋日9月27日11・朋日，

305

52抹

585＊

322

298

128

315

327

462

583

288　　277

508菌　538

601＊　692

1，011＊　650

335

337

142

463

365

482

673

334

262

175

428

293

475

766

10月20日

225

452

631

661

刈取期

5．月13日

5，　8

5．22
5．22　　5．28

237　　5．28

253　　6．　7
140　　6．28

337，　5．　8
210　　　5．22　 6．　5

355　　6．　5

582 4．　17

備考：＊年内刈取収量との合計値

は最高収量を示した。Oatの9月27日播区は

a当り1，011砲で，全草種中最多収を示したが，

これは年内刈後の再生が良好で，越冬後の回復

力がすぐれたことによるものである。1．R．G．で

は10月10日播区が最多収を示し，C　Oについで

収量が大きかった。1．R．G．の9月播区（再生）

は越冬中に葉先の枯死するものが多く，収量は

低下した。P．R。G．も早播区は寒害を受け，収量

は10月10日播区に及ばなかった。冬型の董科で

はH，V。およびC。C。が収量性高く，播種期別では

ともに∬月27日播区が最多収を示した。H。V。お

よびC．V．の9月11日播区は病害と下葉のムレに

よる落葉などで低収となった。岡年型の0．G・は

早播区ほど多収であったが，R，GりL．（）。および



98

Lu．は9月27日播区が最多収であった。9月11

日播区のR．C，およびL．C．の収量は出芽後の生育

不良，Lu，は早春以後の生育不良によって収量

が低下した。したがって，冬型ではOat，C
O，1．R．G．，P．R．G．，H．V．，C．C．がイf望で歩）り

周年型では0，G．，L．C．が有望である、これらの

播種期は9月中旬が適当であろう。

（iv）　刈取時期と匡養分収量との関係：早春収穫

で有望視される1．R．GとC．C．についてのa当り飼

料成分量の分析結果は第6表のとおりであっ

た。なおC．C．の再生刈は収量が過少であったた

め分析に供さなかった。

u

区

第6表 イタリアンライグラス・クリムソンクロバーの播種期別
刈取時期別の飼料成分収量（匂／a）

分

種草

1．R．G，

C．C．

播種期

月　口

10、10

9．27

1刈

月　日

4．　6

5．　22

取 期

（早春刈）

（再生刈）

　　l
｛主〕験重！事1吃辱勿重

　　　
　　1
　　［
237．8・　39．4

1
3

26．瓶5

与1　孝詳　メリ＋再　誉三　メ［』

5．22　（出穂期刈）

4
【
ソ

（早　春）

（開花期刈）

　　1
乾物歩　合1粗蛋白
1「
』6％16。91…

　　1　18．2　　4．66

　　l　　I564・1198・9

691．8 133。51

　　1－－　　　1

11．57

　　「　　　　E

　　詠溶性ア　マ
純蛋白蛋白1イド

　　1　！
　　l　l4．6お　 0．22i　2。08
2．8310．2311．59

　17．44　0．45

全

センイ

9，77

25．37

19．3

246．2　　27．9

10・0716・730・49

　弓122b．万lrO．1ゑ「1．60
．3　　　　　　　　　　　5．50

3．67　35．14

2猶38・望

御6㌦粂1一層
乳・2」4：78α劉

1塑2　

　　　粗灰分・その他

2．74

3．55

6．29

7．81

2．38

5．16

19．98

25．92

45．90

77．60

14．80

39．89

備考：1．

　　2．

　　3．

粗蛋白は塩入・奥田氏法

水溶性蛋白はセミミクロ・ケルダール法
全センイはJenkins法

L

　1．R．G．の再生刈のものは乾物歩合は高いが，蛋

　白，アマイドが少なく早春刈に劣った。出穂期

　刈と早春，再生刈合計との比較では，前者は生

　草・乾物収量ともに高いが，蛋白，アマイドで

　は後者が多い。したがって，1．R．G．は早春およ

　び再生刈を行うことが，利用並びに飼料成分的

　にも有利であそ）。C．C．では，開花期刈が早春刈

　よりも生草，乾物収量，飼料成分収量ともにす

　ぐれるもののようである。

②春・夏播区
　1）耐早・耐風，耐病虫性およびその他の生育障

　害：8月上旬に早ばつに遭遇したが，播種期別

　にみた耐早性では，早播区のものほど強く，7

　月1日播は最も弱い傾向がみられた。6月下句

　から8月中旬にかけて風雨や台風に遭遇した

　が，耐風性（耐倒伏性）はヒエが最も強く，

Sor．，1）．M。も強く，ComおよびS．B．は最も弱

　かった。C．P．の炭疽病抵抗性は早播区ほど小さ

　く，SoLの煤紋病抵抗性も早播区ほど小さい傾

　向が認められた。ヒエにはアワノメイガが6月

　下句に発生し，5月30日播区は喰害が大きかっ

　た。C．P．ではマメノメイガが8月中旬に，また

　S．日．，G．u．にはコガネムシ類が8月上旬に発生

　した。また・LDS・は線虫抵抗性が弱いように見

受けられ8月上句からその被害が増大した
　　　　　　　　　　　　　　　ど
2）　出穂・開花：調査の結果は第7表に示豫う

　に，早播による出穂，開花期の早まり方の大き

いのはP．M．，Sor．，C．P．，Cornなど，いわゆ

　る播種適温20。Cを要する草種で，高温感度の

高いものに属する。感光性の高いS．B．および

G．u。では播種期による開花期のズレが比較的小

　さかった。

第7表　春夏播の播種期と出穂・開花期との関係

廟窟饗劉4月15日
Com
P．

Sor．
＿ヒ．

M．

S．

G
C
L

工
豆
．
砿
P
。
S
．

い月3・日旨月15酬
7．月2旧…一7．月乃臼
7．　　15　　　　　 7．　　18
7．　　15　　　　　　7．　　28

8．　　17　　　　　　8．　　25

8．　2ア

8．　29

7．　20

8．　24

8．　28

9．　1
7．　30

8．　22

8．月3日
7．　26

8．　5
8．　27

－
Q
2
0
∠
U

　
　
l
G
乙

免
免
8
。
＆

5月30日

ε』月『7日

8．　4
8．　14

8．　29

Q
／
Q
／
8
Q
／

3
3
0
1

　
　
2

一
日

日
D
D

1
5
5

　
　
∩
∠
2

月
月

7

・
・
9
9

　
8
8
（
（

日
口
口

ζ
ノ
ウ
‘
5
4
1
乙

－

1
1
2
3

月
月

6
＆
8
。
＆
＆

つ
ノ
　
　
∠
U
3

　
　
2

9
0
ン
　
9

Q
ノ
（
8
Q
ノ

∩
ン
Q
ノ
　
。

（
（
A
ソ
Q
／

）
）

Q
／
3

i　初，終回播の差
　　著

　　鍔

　　7
　　5　　43
　　16

備考：（）内は出穂・開花期直前
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■

　　　　第8表

鳶〔璽射「嫡而一

播種期の移動と生草収量との関係（んg！a）

Com
P．　　　M，

Sor，

ヒ

亀
G
C
L

工

B

U
P
S

　711

　408

　559
1，018

339

283

280

125

4月30日

752

543

593

993

5月15日

335

3161

292

148F

1，0921

60U
7451
8331

顎

搬

5月30日

1，064

　705

　650

　514

320

269

429

183

6月15日、1
了月旧

1，057

　9τ8

　592

　568

247

269

308

191

682

752

263

563

231

156

345

118

収穫期
7．21～8．27

7．21～8．27

7．30～9．　1

8．22～9．　1

　9．3

　9，3
7．30～9．5

8．22～9．　5

3）　収量：収穫は出穂または開花を基準にして行

　った。第8表中，部分的に低収を示す区がある

　のは，1）に示したように，早害，病虫害などが

　とくに大きかったものである。全般的に禿本科

　の草種は董科よりも生草収量が高く，禾本科で

　はComが最多収で，ヒェ，P．M．がこれにつぎ，

　Sor．は最低であった．董科では播種期による収

　量のフレが禿本科よりも大きいが，C．P．および

　S．B。は比較的高収で，L．s．は低収の傾向を示し

　た。

　Cornは播種適期の巾が広く，5月15，30日お

　よび6月15日播の各区とも，a当り1，092～1，0

　57匂を示したが，ヒェ，Sor．，P、M．の播種適

　期箋の巾は極めて狭く，それぞれ4刀15日，5

　月15日，6月15日播区が最多収を示した。…

　方，萱科では，播種適期の巾は禿本科ほど明ら

　かでない傾向がみられ。G．u，は4刀30日～5月

　15日，C．P．は5月15～30日で，L。s．およびS．B．

　の巾は大きく，5月15日～6月15日，および4

　　月150～5月30口で，30～45［1にも及んでいる。

　　これらのことから，播種適期の巾が広く，か

　　つ，多収のComおよびSB．などは利用上極めて

　　重要である。また，晩播適応性から，Sor，，C．

　　P．など夏型（20。C）に属するものも有望と思わ

　　れた。

　て

（’）標緬撮観薦茎鰯を通，導，

　び収量が最もすぐれ，浅層施肥区は最も劣る傾向

　がみられた。’多肥区では浅層施肥区の生育が播種

　後～冬季はすぐれたが，3月に至り標肥区と同様，

　深層施施肥区の伸長が最も旺盛となり，混層施肥

　区がこれにつぎ，浅層施肥区は最も劣った。した

　　がってヲ第1，2回刈合計の乾物収量は，標肥，

　　多肥両区内ともに深層施肥区は浅層施肥区よりも

　　すぐれたので（P＜0005）イタリアンライグラス

　　は深層施肥の効果が明らかにみられるといえる。

3　施肥深度に対する冬作飼料作物の生育反応につい

第9表　　1．R．Gの乾物重の推移及び収量

　　　　　　　轄物重（畦長200加）9
試験　区　名

標

肥

多

肥

浅
深
混

浅
深
混

2月28日

33．8

40．1

35．8

49．2

40．1

34．0

3月31日

43．3

47．2

43．0

39．8

49。2

4・0．3

4月13日

47．8

58．9

54．2

54．6

63．5

59．4

5月20日

38．8

41．9

38．3

37．4

39．9

39．4

生草重吻／σ
1回刈

209

236

220

246

284

267

2回刈

206

209

209

227

242

240

合計

415

445

429

473

526

507

卓乞　　　響勿　　　重　　1喀／4

1回刈

38．5

43．5

39．0

39．7

47，0

44．4

2回刈

28。7

31．1

28，3

27．3

29．5

29．6

合計

67．2

74．6

67．3

備考：1．　2月28日，3月31日は地際から，

　　　2，　2月28日は枯葉を含む。

67．0

76．う

74．0

4月13日（1回刈），5月20日（2回刈）は地上50ηの刈取。
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第10表　　C．Cの草丈推移及び収量

試検区名

標

肥

黛
肛
木
ヨ
七

、
羊
h
マ
汀

軸
早 丈 o寵

　　　1
2月1∫日1

9．71

7．6

　15．4

3月30日

13．1

10．9

8．8

4月20日

40．6

38．9

35．1

I5月22日

37．6

37．9

41．4

多　　　浅　　　　　　　　　　　　　42．3　　　　　　　　　　　　　　　　37．8　　　　　　　11．1　　　　　　　　　　13．6
　　　深　　　　　　　　　　　　　41．6　　　　　　　　　　　　　　　　38．5　　　　　　　8．3　　　　　　　　　　11．6
肥　　　　　　　　　　9．3　　　混　　　　　　　　　　　　　37．5　　　　　　　　　　　　　　　　41．0　　　　　　　5．5

備考：刈取月日1回刈りノ4月21日，2回刈15月22日

　　　　　　 …タし
』ニー一一 一r一一

生草重尭g／α　具乾物重κg／α
1回刈12回刈

　　1
313

302

243

380

382

297

85i

931

1431

7gl

90

136

合計
398

395

386

459

472

433

1回刈

39．4

39．6

30．9

45，9

46．6

34．6

2回刈

14．0

12．2

19．8

10．8

11．7

19．1

合計

〔2）　C．C（クリムソンクロバー）

第10表のように，初期生育は標肥，多肥区とも浅

層施肥区がすぐれたが，4月上句頃から深層施肥

　区の生育が旺盛になり，第1回刈の風乾物重は

深，浅層両施肥区間に大差がなく，混層施肥区は

　5％水準の危険率で劣った。　（P＜0，05）第2回

刈収量は第1回とは逆に混層施肥区が最もすぐれ

　たが，これは前回で高収を示した深，浅層施肥区

　に，4月中旬から菌核病が多く，再生に悪影響を

53．4

51．8

50．7

56．7

58．3

53．7

及ぼしたためである。

　したがって，第1回刈収量を中心に考えれば，ク

　リムソンクロバーは深層施肥と浅層施肥で大差な

　く，混層施肥は劣るといえよう。

（3）L．C．＋0．G．（ラジノクロバー，オーチャー

　ドグラス混播）

第U表のとおり，初期生育は標肥，多肥区ともに

深層施肥区が最も不良であった。この傾向は，標

第11表　　L．C．＋0．G（混播）の収量及びL．C．混入割合
＼
＼
、
　 刈取期

全生草重吻ノα
．区＿陥 　＼F1回刈

　標　　　浅　　　227
　　　　深　　　125
　肥　　　混　　　168

標　　　浅

　　　深
肥　　　混

279

184

239

2回刈

192

168

147

192

220

192

随刈丁4画
117

99

109

113

117

114

つ
2
1
り
ん

つ
2
4
3

つ
2
久
ノ
∩
乙

り
　
つ
2
つ
ノ

合計
569

433

456

617

5561

577

L．C／全生草重％
1酬2璽「3咽3型
27139155　11
　9　　　釧　　 28　　　8
　10　121　36　　8
　　　　　

備考：刈取月日第1回刈：4月22日，第2回： 5月29日，第3回刈

181　231　37
10［　8　　30
　ヨ　 　　　　　　　

91　91　27
7月7日，第4回刈：

　　8
　13
　　3
11月24［

合計

6
つ
ノ
ワ
‘
3
1
1

肥区では7月7日の第3回刈当時までみられた

が，その後深層甥肥区の生育が旺盛となり，11月

24日の第4回収穫時には最高の生草収量を示し

た。混層施肥区の生育も同様に第3回刈まで浅層

施肥区に劣ったが，夏～秋季の伸長は深層施肥区

について良好で，第4回刈の生草収量は浅層施肥

区と大差匁かった。しかも，多肥の深層施肥区は

4月22口の第1回刈生草収量が劣ったが，その後

の生育は旺盛で，第2回刈以後は最多収量を示し

た。混層施肥区の生育および生草収量は浅層施肥

区と大差なかった。ラジノクロバーの生育は標肥

区よりも多肥区が不良で，全生草重に対する混入

割合は浅層施肥区に最も大きかった。

合計生草収量から，多肥区は標肥区よりも，また同

3
4
2

2
1
1一・施肥深度問でも多肥区は標肥区よりも顕著にす

　　　　　　　ル
第12表　C　Oの1株丹乾物重の推移と収量

試験区名

浅
深
混
浅
深
混

酋
ド
　

巴
　
唖
∬
　

巴

奉
　
　
月
　

わ
　
　
月

風乾物重9／株

3月　3月
　1日　30日
　4．5

3．4
　1
4・8卜

5．81

　1
3・81

6・31

4．8

3．7ト

　1
5．O
　l

5．4

4．1

6．1

4月

30日

収量　κ91α

　　セ　　　　
生草重風乾重

　　I
34．2
37．7i

32．61

乾
合
颪
歩

612　60．6　9．9％

588　　65．4　　11．1

560154．3　9．7

39．2「689165．7

43．91656175．6

40．7　　　686　　73．2

備考　1株当嵐乾物重はio～15株の平均値

9．5

11．5

10．6
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　くロれていた（P〉0．01）。周年型収草の施肥深度に

　　　　　　忌　対する生育反兄γ1年の結果で断定することは危険

　であるが・多肥条件下では深層施肥の効果は充分

　に期待しうるものと考えられる．（第毘表参照）
　　　　　　　　　　　　　　　“
（4）C　　　　O

　播種後から抽苔期までの生肯は，標肥，多肥区と

　もに混層施肥区がすぐれ，浅層施肥区がこれにつ

　いでいたが，深層施肥区は最も劣り，厳冬期には

第13表　大麦の生育及収量調査成績

試験区名
10株の乾物重9
2月25口 13刀29口l

　　　 稗長
5月2口
　　　　　　l

枯死葉が多くみれ，枯死株も部分的に発生した。

抽苔期には，深履施肥区の伸長はすこぶる旺盛と

なり，生草収量に有意差は認められなかったが，

風乾歩合が大きく，風乾物収量は，標肥区で混層

施肥区よりも，また多肥区では浅層施肥区よりも

すぐれた。（P＜0．05）。

したがって，C　Oは多肥条件であれば浅層施肥よ

りも多収が期待できる。

標

肥

多

肥

浅
深
混

莞
兜
木
」
七

？
重
沼

1．4

0．8

1．7

1．5

0．9

1．9

7．5

3．2，

5．4

7．9

3．9

8．4

68，9

62．1

53．2

81．9

63．7

77．8

　απ
68．1

60．9

65．3

70．3

62．3

70．9

平均一穂当り
秘数／株 　　　1

　　　精粒数1重

　本
4，4

4．3

3．5

七
⊆

5．7

5．41
4．9

　粒1
35．7

32．1

36．6

　□32．9
28．3

32．8

1株当り

総粒重

　9
1．19

1．16

1，29

1．07

1．05

1．10

　9
4．47

4．17

3．83

5．17

4。63

4．54

精粒璽

　9
4．27

4．05

3．73

4．97

4．47

4．35

α当収量

全重1精粒重
　κ91

87．9

72．8・

78．4

100．0

83．6
97．O　

　ん9
49．4

39．3

43．2

54．5

44．6

53．0

（5）大　　　　麦
　賃」13表び）よう1こ～茉層力邑1肥区0）｛ヒで員土智、1崩巴，多厚巴、・

　ずれでも不良で，12∬ド句～2刀には凍上害を受

　けて約18％の枯死株を生じた全収量および精粒収

　量は，標，多肥区とも浅屑施肥区が最大，混／・，畔施

　肥区がついで大きかったが，深層施肥区は最低の

　傾向であった。なお，子実収量において深層施肥

　区が劣ったことは，1穂当りの精粒数の減少にも

　とづくものである，したがって，大麦は多肥条件

　でも深層施肥の効果は期待できないものと考えら

　れる。

（6）冬作飼料作物跡地土壌の化学性

　深層施肥の効果が比較的大きかったイタリァンラ

　イグラス区とその効果が全くみられなかった大麦

　区の跡地土壌を分析した。結果は第14表に示すと

　おりであった。

　両作物跡地とも，浅層施肥区では上層の有効態

　P205および置換性石灰は，ともに他区よりも多

　く，混層施肥区では上，下層の含量が平均化され

　たが，深層施肥区では下層部には極めて多いが上

　層部には極めて少なかった。

　また，イタリアンライグラスの深層施肥跡地の有

　効態P，0，は，上層では大麦跡地よりもやや多

　く，下層では多肥区では多いが，標肥区では大麦

　跡地よりもやや少ない。置換性石灰は上，下層土

　壌とも大麦跡地に多くイタリアンライグラス跡地

　は少ない。また，酸度はイタリアンライグラス跡

　地が大きく原土に対する増大率も大きかった。

これらのことから，イタリアンライグラスの根は

Ll，・郡よりも下層部への発達，伸長が旺盛でいわ

ゆる深根性であり，その分布密度も比較的深い層

であることが察知される。これに対して，大麦根

の発生と分布は浅層に多いことが裏付けされてい

る。

ともあれ，深層施肥によって下層土壌における有

効態P，05および置換性石灰，とくに前者の増加

率は極めて大きく，これらの残効は後作物に大き

な影響をあたえるものと，思われる．（第14表参照）

！20

／10

／00

90

第2図　前｛乍における施丹巴深度の相違が

　　後作あわ収量に及ほす影勲

型
難

／篠肥

涛
標肥

メ塾
o
髪
τ彩響　C

残混
一

浩
（7）冬作飼料作物に対する施肥深度と後作アワの生

　育との関係

　第2図に示すように，冬作物の多肥区は標肥区よ

　りも後作アワの生育収量に対して好影響を及ぽし

　た。

　深層施肥区跡のアワ収量がすぐれたのは，イタリ

　アンライグラス，C　Oおよび大麦跡で，いづれも

　多肥栽培跡地であった。これは，残存養分とくに
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第14表　　1．R．G．及び大麦跡地のP205とCa

試験区名

標

肥

多

肥

浅

深

雪
ヒ五

浅

深

ヨ
ヒ牲

　
ラ
a
側

跡
磯搬
G
置
　
ω

R
、
m試

。
溶
20

1
可
P

　
N
　
2
　
0

上層

20．0

12，1

17．5

27．3

11．8

16．6

下層

11．1

20．9

15、1

8，0

53．0

15．7

上層

8．1

6．3

4．4

6．9

6．8

5．0

下膚

12．1

7．8

8．0

7．9

15。7

9．9

大 麦　　　跡
0．2N可溶P205
　　　（璽9）

35．9

10．3

18．9

22．9

10．5

24．6

14．2

22．6

19．6

11．7

43．2

25．9

置換性CaO（ml）

14．5

9．6

11．3

9．4

12．3

12．9

12．4－　8．7

8．9

11．6

15．3

11．5

伯 考

サンブリング

上膚：1～60寵
下層：11～60擢

施肥位置を含む根群内の土壌

b

‘

分析方法

P205：徴量重費法（塩入法）

Cao：A．0．A．C．法，容量法

有効態P205量の残効によるものと考えられる。

なおここで留意すぺきことは，C　Oおよび大皮は

それぞれの生育収量が最も不良であったため，残

鋤ラニ魏震あ篇誰論、菰，猛

　もすぐれていたにかかわらず，跡地の有効態P205

および置換性石灰含量が多かったことは，これら

の吸収量が比較的少ないか，あるいはこれら養分

欠乏に鈍感なのか，または土壌中の無機養分の収

奪力が旺盛なのか不明ではあるが，注口されるへ

　きことと、思われる、，

これらのことから，冬作に対し多肥条作で深層施

肥を行うことは，後作物の生育，収量に好影響を

及ぼすものと云えよう。

（8｝以上の結果から，深層施肥に対する適応性につ

いて集約するとつぎのとおりである。

　適応性が大きい作物：イタリアンライグラス，

CO・ラヂノタロバー，オーチャード混播（いす

れも多肥条件）

　適応性が極めて小さい作物：大麦逝・
勃芯性は浅層施肥と大差のない作物：クリムソン

クロバー。

皿考・ 察

1，春・夏播からみた飼料作物の季節型について

飼料作物の季節型を最もよく特徴づけるものは，生

育期間中の気温と生長との関係で，仁木氏ら9）は四李

を平均気温の年変化曲線から，春（5～200Cの期問）

夏20QC以上の期問），秋（20～50Cの期間），冬

（50C以下の期間）に区分した。このようなみかた

からは当地帯における四季区分はつぎのとおりにな
る。

春：3月中句～6月中句，3ケ月間

夏：6刀中イリ～9月中句，3ケ月間

秋：9刀中イリ～12月上イ1り2％ケ月閥

冬：12刀上イリ～3月中旬，3％ケ月問

　したがって本試験は春半ばから秋半ばにかけて行っ

たことになり，供試草種にみられた生育や病害の発生

を，この季節型として次のように説明づけることがで

きる、、

春型二当地帯てはバレイシ，・によって代表される

型て，20eC以」一の気温では生長が緩慢になり生育が
佃二する。オく『試1薮は，c1型のエンノ例ここの生

育柵がみられた。しかし，エンバクの春播性程度は品

種によって異なるが，本霧試！験用いた前進は春播性程度

が比較的高い（π）のでこのような生育相を示したも

のと思われる．同様な生育利、陵示したものにアカクロ

バー（ケンランド種），家畜ニンジン，家畜ビート，

ケールなどがある。

　これらのうち，前記の春播性程度（n）は当然春型

に組入れても差支えないものと思われる。ビートは一

般に春秋両型に属するものであるが，当地帯では秋型

栽培は非常に困難であるためこれも春型に属するもの

である。アカクロバー（ケンランド種）は本試験では

播種期の制約から春型に編入したが，作季面からみる

と当然周年型に入れるぺきものと考えられる・

夏　型：イネ，トウモロコシなどの夏作物により代

表される型で，仁木氏らは20。C以上で生長が盛んに

なり，生殖生長も20。C以上を要すると言っているが

9），本、試験でも同一の結果が得られた。また前述のよ

りに，この型の草種には感温性の差がみられ，播種適

期の気温から3型が示される。このような分類は一般

に感温，感光性に品種間差異が明瞭な作物では可能な

ことである。

秋型：カブ，ダイコンによって代表される型で
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（必ずしも生殖生長による生長量の増加を意味しな

い），春型との区分は一般に明瞭でないものが多い

が，本、武験はじめ各地域性に応じた分類が最も妥当で

はなかろうか。

　冬　型：当地帯のムギ類によって代表される型で，

本試験のB－1型およびC－1型に属するものであ

る。すなわち，夏李の高温障害によって80％以上か枯

死し越夏は困難である。しかし，春播して1」．1穂，開花

するも0）としないものとがみられるが，これは草種問

び）感温感光性（わ差異にもとづくも0）と、思われる。

　周年型：オーチャードグラス，ラジノクロバーなと

によって代表される多年性の外来牧草類がこの型に属

する。これらの多くは寒冷地を1尽産地とするため，高

温に対する抵抗性は 一・般に弱い。本、武験においても，

これらド、τ種は気温の上昇による生肴挫止や病害多発に

よる枯死がみられた。また，早播区において出穂，開

花するものとしないものとか認められたが，この理由

は冬型の場合と同様阜種問の感温，感光性の差異にも

とづくものと考えられる。

　ともあれ，当地帯では春～夏期問が比較的長い（6

ケ月）0）で，夏型草種には比較1『内イf利に作月jするが，

夏型に／、蝿するものであってもA－3型の生態型を示す

も（7），例えばテオシント，スーダングラスなどては生

浮u潔隷膿繁1膿重鴛、蟹讐
い。また夏期間が3ケ刀に及ぶこと1、U司年型草種ては

夏枯れを助長することになる。

　反面春1、土，90口問，秋は80日問でともに比較的短かい

ことも，木2毛作限界地帯を特徴づけるものであり，

C…3の生肴型に属するビートにとっては生了ゴ期問の

制約か大きいので不利である。したがって，飼料作物

の生産の立場からみて，これらの季節性を十分活用す

ることが望まれ，そのためには，季節性に適合する草

種，品種の選定や育成，あるいは施肥，栽培管理の改

菩，草種の組合せ方法，畑の利用形態など一貫した栽

培技術の改革が必要と、思われる。

2．　播種期およU収穫期からみた飼料作物の生態的特

　性について
　（1）　禾友才番〕冒洋不垂とま番種坦」

　　1）年内収穫について栃木サ1鮪耀き試（胸備1珂

　　収那須野町）の報告17）では・劉㌔℃種としてはC

　　　O3号が良く，イタリアンライグラス，ライム

　　　ギも琵較的多収で’、㌧1春の利用も可能であり，エ

　　　ン・バクは多収で歩）るが冠金秀ヲ丙力｛多くTq二生承1川てし

　　　きない欠、点があることを述ぺている。本試験の

　　　エンバクには冠錺病は殆んど発生しなかった。

　　　エンバクが再生利用できないのは，他の麦類と

　　　異なり寒さが増すにしたがって体内の糖分量が
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　減少し澱粉量が増加すること7）と密接な関係が

　あるものと思われる。したがって，厳寒期にお

　ける細胞内の滲透圧の低下を防ぎ得る品種，あ

　るいは栽培技術が実現されなければ年内に多収

　を望みかつ再生収量にも多収を期待することは

　困難と、思われる。しかし現実には早まきをして

　年内に極力多収を計ることも大切である。その

　播種期はエンバクで9刀10日前後，イタリアン

　ライグラスで9刀上句と思われる。CO，カブ

　では8月下句～9月上旬であると言う報告は多

　いが，本試験でも9月上旬が播種適期とみられ

　た。さらにこれら草種はおそ播によって主要生

　長期間が短縮される性質をもつものであるか

　ら，おそくとも9月中句までに播種することが

　必要であろう．

　なわ，エンバク，ライムギには多くの品種があ

　り，イタリアンライグラス，C　Oでも近年新系

　統が育成されつつあるので，年内収穫のために

　はこれらの画における検討もまた必要であろ

　つQ
2）早春収穫について

　イタリアンライグラス，エンバク，クリムソン

　クロバー，COの早播による早春刈りの効果

　が，すぐれることがみとめられている13，16）。し

　かし，年内収穫との関連性についての報告は極

　めて少ない．エンバクでは年内刈収量と早春刈

　収量とは負の相関を示すし，年内刈取りの高さ

　とう、督接な関係をもつ。したがって，年内刈取時

　における生長点の高さを播種期別，品種別に知

　ることは重要であるが，一方においては播種密

　度や施肥などの面からも考究さるぺきものと思

　われる。イタリアンライグラスもエンバクと同

　様な現象を呈するが，晩播1回刈よりも多収を

　示すものである。イタリアンライグラスは刈取

　により根の一部が枯死し再生することが報告さ

　れている5）が，低温条件下での根の機能の回復

　を図ることも研究課題の一つかも知れない。

　董科草種については，水田裏作にはレンゲクリ

　ムソンクロバーが適することが報告せられてい

　る。13，16）しかし，畑作では収穫期を若干早め

　て，過繁茂障害である菌核病の発生を防ざ，再

　生能力を高めうる意1床でもクリムソンクロバー

　が最適草種と言える。

3）　出穂，開花期収穫について

　周年型草種の晩播適応性は冬型草種よりも一般

　に劣ることは充分推察できる。これはオーチャ

　ードグラスにおける春の収量ビークは，前年の

　秋に発生した分けつによって形成されること，
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18）あるいはラジノクロバーの坐長には比較的温
　　　　　　　　　　抄
度を要すること6）などの密接に関係していると
云えよう。冬型草種の晩播適応性鴇COが最も

高く，董科は禾本科より劣ったことは多くの試

験成績と一致した。

また，年内収量の多い区ほど翌春の収量は劣る

が，エンバクで年内刈取後の再生が充分にあっ

た区では，かなりの多収性を示していた．鈴木

氏ら1Dは西那須野町において，早播ライムギを

年内に1番刈し，翌春普通刈取時期に2番刈を

行ない，その粗蛋白質，可消化養分総量は合計

収量において普通刈取1回の収量を遙かに上回

ったと報じている。この事実は本試験のイタリ

アンライグラスにおける養分収量でも認められ

た。さらに特記すぺきことは，早春収獲ののイ

タリアンライグラスの粗．蛋白質濃度は，クリム

ソンクロバーに近いものがあり，収量的にも極

めて高いことを知った。また鈴木氏らもライム

ギの年内刈がアカクロバーやルーサンに匹敵す

る養分濃度を示したことを報告している。

　　これらのことから，年内，早春収穫は極めて有

　　意義でかつ重要であると考えられる。

②　春，夏播草種と播種期

　播種期と出穂，開花との関係は，感温性の高い草

　種と，感光性の高い草種との相異が明瞭に認めら

　れたが，収量でも同様であった。すなわち，早播

　ほど多収の傾向がみられたダイヅ，ソラマメは感

　光性が高いので，早播ほど生育日数は長く，その

　生長量も大さい。ある播種期をビークとし，その

　前後の播種区の収量が低下する傾向を示したソル

　ゴー，パーノレミレット，カウピーなどでは，感温

　性が高いため最適の温度条件が与えられた場合に

　限り多収を示したものと考えられる。トウモロコ

　シ，マルバヤハズソウはその感応度は比較的低い

　ので，播種期の巾も拡大されるものと解される。

　　以、Lの生態的諸特性から，当地帯における飼料

　作物の播種限界を，月，旬別および平均気温別に

　集約したものが第15表である。なおこの適用は年

　平均気温140～130Cの関東中南部地帯に及ぶこと

　は言をまたないことである。
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　　Notes．

　　　　1）．As　for　harvest　in　the　same　year，suitai）le　sowing　dates　of　Italian　ryegrass　and　oat　are

　　　　　　both　during　tト，e　first　decade　days　hl　Septelllber。

　　　　2）．As　for　harvest　next　early　spri119．each　of　ltalian　ryegrass　oat　and　crims〔）n　clover　must

　　　　　　be　s（）wed（1uring　lst～10th，September．

　　　　　　　　　　　　　　　　　劣
（3）施肥深度に対する冬作飼料作物の成育反応につい　　　は作物の種類によって相異するから，施肥法も全作物

　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を一律に行うことは適当でない。北海道農試（1938～

　作物の最高収量を得るためには，全根が吸肥できる　　　1942）では，ビート菜根収量は150加の深さに％，300π

ように施肥することが必要であることはWEAVER氏　　　に2／6，450寵に3／6と，上層に少量，下層に多量を施用し

（1926）が指摘している。20）反面，根系の分布，深さ　　　た場合に，初期生育はやや劣るが，その後回復して最
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高収量を示したと報告した。最近同場では機械化作業

に即応する施肥位置に関する研究を行い（1961），ビ

ートおよび大豆では種子の側方5c寵，下方6cη位置に

条肥することが最も良好であったと報告している。2）

栗原氏ら（1961）は馬鈴薯について施肥位置とその施

用割合と生判収量との関係を明らかにし，深さ100ηに

70％，200πに30％を施用するのが最も良好であり，30

0加以下に伸長する根は少く根圏の発達は約200加である

ことを報じた。4）

　本報は数種の冬作飼料作物を供試して，施肥深度と

作物の成育反応にっいて試験したものであるが，深層

施肥の効果がみられたものはイタリアンライグラス，

COおよびラジノクロバーとオーチャードグラス混播

に限られ，その他の作物では浅層施肥に比して極めて

不鷺齢臓炭山灰質黒色，語壌土でP，。，

吸収係数は上層土壌（1～60加）で2，170，下層土壌

（11～160寵）で2，271程度を示し，置換性石灰は8．7翅θ

内外である．制約因子はもちろん1）205である。した

がって，150寵の深層施肥を行う際，施肥溝にあたる部

分が掘り出される（150加間の混層施肥でも同様である

が）ため，P205についても瘡薄な下層土が上層土壌

と混合されるので，浅周施肥区に比して上層土壌は不

良となる。このようなことから，深屑施肥の効果のみ

られなかった大麦は耐燐酸欠乏性が小さい作物であ

り，またその根の分布も比較的浅い層に濃密であるこ

とにもとづくものと考えられる。

　福井氏ら（四59）も深溝栽培における大豆品種の適

応性について下層土に。ヒる悪影響をうけ難い品種がす

ぐれ，これらの品種は養分欠乏，とくにP205欠乏に

比較的鈍感な傾向をもち，また難溶性P，05吸収力の

品種間差異もあるものと考察されている。1）

　本試験において深層施肥の効果がみられた作物であ

っても，初期生育からすぐれたものはみられず，施肥

位置への到達性の早晩によって地上部の伸長の増大が

みられるものである。栗原氏ら（1％1）の前記馬鈴肇

の報告でも，下層施肥の割合が大きい場合の生育は後

期依存型を示すことを認めている。また，竹上氏

　（1962）は甜菜において全層施肥は全区内の側根量が

均一的でかつ極めて大きいことを報じている。12）

　本試験の深層施肥部位への根の到達性はイタリアン

ライグラスが最も早く，ついでC　Oが早く同年型牧草

のラジノクロバー，オーチャードグラス（混播）は最

もおそいことが推察された。

　一方，これらの作物を養分吸収力の面からみると，

いずれも耐燐酸欠乏抵抗性が大きいか，あるいは吸収

量が∫七較自勺小さく顧吋酉変性も弓蚕、・ことに：もとづくこと

は，イタリアンライグラス跡地に有効態P205，置換
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性石灰が多量に残されていたことや，渡辺氏（1959）

の報告19）からも容易にうかがわれる。

　また，根にっいてはイタリアンライグラスでは根の

分布が密でしかも多いことが知られ3），C　Oの根は同

属のキャベツの根と同様に越冬後に根群の下層への伸

長が大きかったことはWeaver（1926）の報文21）から

もうかがわれる。ラジノクロバー，オーチャードグラ

ス混播は夏期に入り深層施肥の効果がみられたこと

結遽廉霞霧霧惣灘長継
効果は多肥条件において明瞭であっな屯婁は・前述の

不良下層土混入の悪影響を償ってもなお余りあること

を示すものである。このことは，当分場で実施中の深

耕効果試験においても，土壌改良剤としての多量の化

学肥料（とくにP205質肥料の効果が大きい）の投入

があってこそ，深耕区の増収が得られることと理を同

じくするものである。14）

　ともあれ，実際にこの深層施肥を行うためには，・か

なり大型のトラクターが必要と思われ，今後の機械化

作業に即応した施肥位置に関する研究も大いに推進さ

るぺきであろう。

V　摘 要

1．飼料作物を春夏播して生育型を分類し，草種別の

季節型を明らかに把握し，この中から有望草種を摘

　出して生態的特性に応じた播種期の限界性を験知し

　さらに施肥深度に対する適応性について験知した。

2．　作物の生育からみた当地帯の季節区分と，各草種

　の季節型を第2表に集約した。当地帯の四季は略々

　4等分され，各季節型の環種は気候的の制約が大き

　い特色が認められた。したがって，この限られた季

　節における飼料作物の活性について充分考慮美るぺ

　きである。

3．　秋播草種て有望なのは年内収穫の場合では，C

　O，カブ，エンバク，イタリアンライグラスであ

　り，早春収穫の場合は，冬型：エンバク，C　O，イ

　タリァンライグラス，ペレニアルライグラス，ヘア

ー刃一ペッチ，コモンベッチ，さらに周年型ではオー

　チャードグラス，ラジノクロバーと考えられる・

4．　春夏播草種で有望なものは，播種適期の巾が広く

　多収のものでトウモロコシ，ダイズがこれに属し，

　晩播適応性の高いものに，パールミレツト，ソルゴ

　ー，カウピーなどがあげられる。

　なお各草種の播種限界期および播種適期については

　第15表に示すとおりである。

5　深層施肥に対する適応性の大きい作物は，イタリ

　ンライグラス，CO，ラジノクロバーとオーチヤー

　ドグラス混播（いずれも多肥条件）などであり，そ
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の適応性が極めて小さい作物に大麦があげられる。

　またその適応性が浅層施肥と大差ない作物はクリム

　ソンクロバーと考えられた。
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. - problems in crop Ecological speciality and 

science of forage corps in the mid-southern 

field of north Kant5 Districts ¥vhere Lwo c_rops 

are hardly c_ultivated in a year. 

B y 

~,Iasaru f¥KAT}ANE and ~,1.inoru 1C.AWA~,,IA'I'A 

1. Several kinds ot forage crops were sown in summer and autumn. 

The growing types were classified according to their harvest seasons and then the promising crop 

species were selected. Range of the sowing season and proper depth ot fcrtilizing were ecolo-

gically and phenologically studied. 

2. Table 2 shows phenological classification and pheno~ical~ types of each crop in this 

place. Typic.al four seasons are seen here and crops belong to each scason are strictly restricted 

by respective climatic conditions. This is important to utilize crops in all seasons. 

3. Among autumn sown crops, synthetic rape (CO), tur~nip, oats and Italian rye grass are 

promising for the harvest in the same year; for the purpose of next early spring, synthetic rape, 

Italian rye grass and crim-~on clover are found excellent. For the harvest during heading and 

flowering season, oats, synthetic rape, Italian rye grass, perennial rye grass, hairy vetch 

and common vetch are ~'ood winter crops; among the whole year grass, orchard grass and ladino 

clover are recommended. 

4. Corn and soy bean are spring and sl.'mmer sowing crops, with wide range ot sowing season 

and heavy yield. pearl millet, sorgo and covJ. pea show good re'~.ults even when sown later. 

Table 15 shows thc limitation of sowing season and the best one for each crop. 

5. In the experh~lcnt of cleep fertilizing (15cm in depth), Italian rye grass, synthetic ra,pe, and 

admixing culture of ladino clover and orchard grass were found very effective against heavy 

fertilization Barley was ineffective in the same condition. Crimson clover reacted ~vith no difference 

for deep and ,~_,hallaw (6cm) fertilizing. 

r 
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北関東中南部畑地帯（2毛作限界地帯）における

飼料作物の生態的並びに栽培的特性について

赤羽勝・川俣稔

o

q

を

　　1　緒　　　　言

　北関東の近年に於ける飼料作物の作付面積の増加は

著い荷ものがあり，1960年の濃業センサスによると，

そのf乍衝積は9，200haで，1950年に対し1，535％，55年

に対し523％の伸長率がみられ，主に乳用牛飼養農

家数およびその飼養頭数の増加によるものである。こ

れは畑作酩農経営が他の経営型態より，安定性また成

長性においてもはるかにすぐれていることを示してい

る15。しかし，飼料生産の立場からは，その栽培技術

には解決さるぺき幾多の研究課題が存在する。

　北関東中南部畑地帯は1年2作の土地利用が可能な

北限に位置し，作目構成上における自然的条件の規制

がきびしく，作季決定上かなり複雑な問題を包含して

いる。飼料作物の作付においても同様である．

　筆者らは，当畑地帯における作付改善に関する研究

をすすめつつあるが，その一環として，飼料作物の導

入を前提とする個別技術の確立を日的に，これらの基

礎的研究をつつけている。

　本報では飼料作物を夏播によって生態的特性につい

て分類を行い，草種別の季節型を明らかに把握し，こ

の中から有望草種を摘出して生態的特性に応じた播種

期の限界性を験知し，さらに施肥深度に対すを適応性

　　　　　　　　　　　　　　　　　者

について験知した結果について報告する。

　なお，施肥深度に対する飼料作物の蝿性試験の開

始にあたり，農林水産技術会議事務局杉頴夫総括研究

調整官より多大の助言を賜わった。ここに厚く感謝の

意を表する。

　　皿　供試材料および試験方法

1　春，夏播からみた飼料作物の季節型に関する試験

　供試草種は45種71品種（禾本｝科20種30品種，董科

20種33品種，その他5種8品種）で，種子は農業技術

研究所畜産化学部，関東東山農業試験場草地部からの

分譲および雪印種苗株式会社から購入したものを用い

た。播種は4月8日からτ月7日まで約1ケ月間隔で

4回行ったが，種子量が不足したものは2〜3回播の

み行った。畦巾は60cm，株間はスーダングラス，ソ

ルゴー，パールミレツト，テオシント，ヒマワリ・ケ

ール，カブ，ビートは30cm，その他は15cmとし，出

芽後問引して一本立にした。試験区は1区2〜4�u，

1区制，施肥はa当り全草種ともP205：0．5吻，（過石IK2

O：0，5吻（塩加）で施用，石灰7．5櫓，禾本科堆肥11

3たg，N：0．5κg（硫安），董科堆肥75砲，N：0．黄g

（同前），カブ，家畜ニンジンは堆肥75匂，N：0．3

切（同前），その他堆i肥150んg，N：0．6砲（同前）で

行った。調査は観察と，出穂開花時の生草量を刈取り

後調査した。また，10月30日までに出穂開花しない草

種は，10月30日〜11月5日に刈取り調査した。

皿　播種期および収穫期からみた飼料作物の生態的特

　性に関する試験（1958）

　供試草種は北関東地方で重要度A〜Bタラスのもの

22〕および（1）試験の結果から有望と思われるものを

用いた，

　設定した試験区はつぎのとおりである。

秋　　播（9月11日〜10月20日4回播）

　不本科・冬型：Oat（エンバク），（イタリアン

　　　　　　　ライグラス）IRG

　　　　周年型：0．G．（オーチヤードグラス）

　　　　　　　P．R．G．（ペレニアルライグラス）

　董科・冬型・C．C．（クリムソンクロバー）

　　　　　　　C．V．（コモンペッチ）H，V（ヘ

　　　　　　　アリーベツチ）

　　　　周年型：L．C．（ラジノクロバー），R。C．

　　　　　　　（アカクロバー）1抜唇（ルーサン）

　十字科・秋，冬型：下総カブ，紫カブ，C　O

春・夏播（4月15日〜7月1日15日おき6回播）

　禾本科・夏型：CO羊N（青刈トウモロコシ交1

　　　　　　　号）．P．M．（パールミツト），S

　　　　　　　oて・（ソルゴ即）・ヒエ・

　董　科・夏型：S．B．（青、刈ダイヅ・黒田6尺）

　　　　　　　G．U．（ツルマメ・那系5号），．C

　　　　　　　P．（カウピー）L．蝕。（マルバヤハ

　　　　　　　　　　　　　　　δ

　　　　　　　ズソウ・那系3号）

　秋播区は畦巾60伽（冬型），450寵（周年型）条播，

カブ，ニノ60×250毎C　O：60x　g　o配，夏播区は畦巾45c配条

播とした。試験区は1区12�u，1区制，播種量は草種

別の適量，施肥量はa当り堆肥150吻，Nl．0句（董科

は0。4切），P，0，1．0均K，00．8切。秋収量調査は，釈

播区では年内，早春，出穂または開花期別，春夏播区

では出穂または開花期のみに刈取って行った。

皿　施深肥度に対する冬作飼料作物の生育反応に関す
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